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組合未加入者をご紹介ください

仲間を増やそう仲間を増やそう

12月の組織人員

4,782人（ ）加 入
16人

　

12
月
12
日
に
改
正
建
設

業
法
が
完
全
施
行
さ
れ
た
。

支
部
総
会
や
慰
安
会
の
役

員
あ
い
さ
つ
で
「
標
準
労

務
費
」
と
い
う
言
葉
に
聞

き
覚
え
が
あ
る
は
ず
だ
。

「
標
準
労
務
費
」
と
は
、

建
設
業
の
技
能
労
働
者
の

適
正
な
賃
金
水
準
を
示
す

目
安
で
、「
労
務
費
に
関

す
る
基
準
」
を
指
し
、
不

当
な
低
価
格
で
の
契
約

（
労
務
費
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
）

を
防
ぎ
、
労
働
者
の
処
遇

改
善
と
人
材
確
保
を
目
的

と
す
る
も
の
だ
。

　

「
標
準
労
務
費
」
の
計

算
の
仕
方
は
各
都
道
府
県

の
「
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
」
を
基
に
計
算
す
る
。

例
を
挙
げ
れ
ば
秋
田
県
の

大
工
は
日
額
３
万
３
９
０

０
円
、
左
官
は
３
万
２
７

０
０
円
、
こ
の
金
額
に
歩ぶ

掛が
か
り

と
仕
事
量
を
か
け
た
金

額
が
労
務
費
の
基
準
と
な

る
。

　

今
年
の
３
月
か
ら
は
令

和
８
年
の
新
し
い
「
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
」
が

施
行
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で

に
組
合
員
へ
の
周
知
を
徹

底
し
、「
処
遇
改
善
・
賃

金
ア
ッ
プ
」
が
一
日
で
も

早
く
で
き
る
よ
う
に
こ
の

運
動
に
取
り
組
み
た
い
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
も

自
分
で
し
っ
か
り
学
ん
で
、

こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

山
王
四
丁
目

県知事交渉

助
成
事
業
の
実
施

　

柴
田
支
部
長
は
、「
材

料
費
や
物
価
の
高
騰
で
仲

間
の
生
活
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
担
い
手

の
確
保
、
処
遇
改
善
に
は
、

適
正
な
賃
金
支
払
い
と
法

定
福
利
費
の
確
保
の
徹
底

が
重
要
。
市
と
し
て
で
き

る
限
り
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 　

高
橋
市
長
は
、
皆
さ
ん

に
は
市
内
の
様
々
な
現
場

で
の
お
仕
事
を
安
全
に
適

正
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
と
し
た
う
え
で
、

「
昨
今
の
物
価
高
騰
や
人

材
不
足
な
ど
現
場
に
も
影

響
が
出
て
い
る
が
、
適
正

な
賃
金
の
支
払
い
や
法
定

福
利
費
に
つ
い
て
も
指
導

適正な賃金と適正な賃金と
法定福利費の確保を法定福利費の確保を
横手市長と意見交換

千 

葉 

直 

樹

組
合
長

新

年

挨

拶

新

年

挨

拶

令和８年令和８年

　

12
月
９
日
、
組
合
で
は

秋
田
県
建
設
技
能
組
合
連

合
会
と
秋
田
県
技
能
士
会

連
合
会
と
合
同
で
、
鈴
木

健
太
知
事
に
対
し
令
和
８

年
度
へ
向
け
た
４
つ
の
項

目
に
つ
い
て
要
請
書
を
手

渡
し
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

組
合
か
ら
千
葉
直
樹
組

４
つ
の
項
目
に
つ
い
て

要
請
書
を
渡
す

合
長
、
猪
田
博
樹
副
組
合

長
、
鈴
木
賢
治
事
務
局
長
、

五
十
嵐
智
博
業
務
課
長
が

参
加
、
秋
田
県
議
会
技
能

議
員
連
盟
の
柴
田
正
敏
会

長
と
髙
橋
武
浩
幹
事
長
が

同
席
し
ま
し
た
。

　

要
請
内
容
は
、「
特
定

健
診
・
保
健
指
導
に
係
る

国
保
組
合
へ
の
助
成
」「
建

築
技
能
者
の
人
材
育
成
支

援
」「
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス

ト
あ
き
た
材
県
内
住
宅
販

路
強
化
事
業
の
継
続
と
拡

充
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

推
進
事
業
の
継
続
及
び
制

度
拡
充
」。

　

鈴
木
知
事
か
ら
は
、「
建

設
技
術
者
・
技
能
者
は
ち

ゃ
ん
と
確
保
し
て
い
か
な

い
と
、
５
年
10
年
後
、
秋

田
の
建
設
現
場
は
担
い
手

が
い
な
く
な
る
。
皆
さ
ん

と
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ

て
要
請
に
応
え
て
い
き
た

い
」
と
し
た
上
で
、「
特

定
健
診
・
保
健
指
導
へ
の

助
成
は
以
前
と
比
べ
る
と

年
々
減
額
と
な
っ
て
は
い

る
が
、
継
続
す
る
」「
建

築
技
能
者
の
担
い
手
に
つ

い
て
だ
が
、
技
術
専
門
校

も
定
員
割
れ
と
な
っ
て
い

る
。
在
職
者
訓
練
コ
ー
ス

の
新
設
と
な
る
と
一
定
数

の
受
講
者
が
必
要
と
な
る
。

是
非
受
講
者
の
確
保
へ
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。」

　

「
県
産
木
材
を
使
用
し

た
新
築
住
宅
に
対
し
て
の

補
助
は
一
定
の
実
績
が
あ

る
。
県
の
厳
し
い
予
算
組

み
の
問
題
が
あ
り
、
リ
フ

ォ
ー
ム
ま
で
は
厳
し
い
が
、

継
続
し
て
い
き
た
い
。」

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

事
業
に
つ
い
て
は
「
再
度

申
請
は
、
今
も
一
定
の
申

請
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
需

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

県
の
予
算
も
厳
し
い
が
、

現
行
の
対
象
に
対
し
て
、

補
助
事
業
は
継
続
し
て
い

く
。」
と
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

要請に対して回答する鈴木知事

　

組
合
員
の
皆
様
、
ご

家
族
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
春
か
ら
、
政

治
の
世
界
が
大
き
く
動

い
た
一
年
と
思
わ
れ
ま

す
。
秋
田
県
で
は
新
た

に
、
鈴
木
健
太
知
事
、

秋
田
市
で
は
沼
谷
純
市

長
が
誕
生
し
新
し
い
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
７
月
に
行
わ
れ
た

参
議
院
選
挙
で
は
与
党
が

大
敗
し
衆
参
少
数
与
党
と

な
る
中
、
10
月
に
は
女
性

初
の
高
市
早
苗
内
閣
総
理

大
臣
が
誕
生
し
、
年
末
に

は
就
任
時
の
言
葉
が
流
行

語
大
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど

高
い
支
持
率
を
作
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　

海
外
で
は
１
月
か
ら
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
が
再
就
任

し
高
い
関
税
政
策
を
と
る

な
ど
、
そ
の
政
治
手
段
は

今
後
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
で
は
大
谷
翔
平
選
手

が
所
属
す
る
ド
ジ
ャ
ー
ス

が
２
年
連
続
で
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
優
勝
を
勝
ち
取

る
な
ど
、
多
く
の
日
本
人

選
手
の
海
外
で
の
活
躍
が

話
題
と
な
っ
た
一
年
で
し

た
。

　

秋
田
県
内
で
は
熊
騒
動

の
一
年
と
も
い
え
る
状
態

で
冬
に
な
っ
て
も
熊
に
お

び
え
る
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
第
三

次
担
い
手
三
法
は
12
月
12

日
よ
り
完
全
適
用
と
な
り
、

私
た
ち
建
設
業
に
大
き
な

期
待
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
制
度
を
し
っ
か
り

理
解
し
て
活
用
を
広
げ
、

今
後
の
建
設
業
に
新
し

い
ル
ー
ル
が
出
来
た
こ

と
を
内
外
に
大
き
く
浸

透
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
年
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
新
し
い
法
律

を
追
い
風
に
、
令
和
８

年
が
喜
び
多
い
年
に
な

る
様
、
組
合
員
の
皆
様

と
共
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
の

皆
様
と
ご
家
族
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

11
月
20
日
、
横
手
支
部

と
大
森
支
部
で
横
手
市
交

渉
を
行
い
、
横
手
支
部
の

柴
田
吉
伸
支
部
長
、
大
森

支
部
の
太
田
育
雄
支
部
長

ら
７
人
と
組
合
か
ら
佐
々

木
茂
一
副
組
合
長
、
鈴
木

賢
治
事
務
局
長
が
参
加
、

横
手
市
側
は
高
橋
大
市
長

が
対
応
し
ま
し
た
。

要
請
項
目
①
適
正
な
賃
金

の
支
払
い
と
法
定
福
利
費

の
確
保
②
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
処
遇
改
善
③
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
対
応

と
普
及
④
公
契
約
条
例
の

早
期
制
定
⑤
リ
フ
ォ
ー
ム

令和７年度役員選挙について
� 役員選挙管理委員会
　令和７年度秋田建築労働組合役員選挙要綱により立
候補の受付をしたところ、下記の候補者について立候
補の届出がありました。
　その結果、組合長候補者、副組合長候補者、書記長
候補者および会計監査候補者について、いずれも選出
定数と同数となり組合役員選挙規程第10条により無投
票当選となりました。よって本役員改選については選
挙を実施しないこととなります。

記
　立候補者一覧（年齢は令和８年４月１日時点）
立候補
役職名

立候補者
氏　　名 ふりがな 年齢 支部名 職種

組合長 千 葉 直 樹 ち　ば　なおき 63歳 千　秋 電 気 工

副組合長

工 藤 達 美 くどう　たつみ 62歳 能　代 シャッター工

船 木 博 美 ふなき　ひろみ 67歳 天　王 建築大工

猪 田 博 樹 いのた　ひろき 52歳 牛　島 石 工

駒 根 裕 哉 こまね　ともや 46歳 千　秋 塗 装

船 木 基 行 ふなきもとゆき 57歳 角　館 給排水配管工

書記長 久 米 成 順 くめせいじゅん 66歳 上北手 建築板金工

会　計
監　査

原 田 博 信 はらだひろのぶ 67歳 男　鹿 建築設計

佐 藤 　 誠 さとう　まこと 65歳 新　屋 室内装飾

福 田 一 博 ふくだかずひろ 49歳 大仙・美郷 建築板金工

高橋市長（右から３人目）へ要請書を手渡す

し
て
い
る
。

建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
の
周

知
、
公
契
約

条
例
の
趣
旨

は
十
分
理
解

し
た
う
え
で

し
っ
か
り
受

け
止
め
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
は

継
続
に
向
け

検
討
し
て
い

く
」
と
回
答

が
あ
り
ま
し

た
。
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切
る
挑
戦
の
年
に
し

た
い
で
す
。

⑤
頑
固
に
な
ら
ず
、
今
ま

で
以
上
に
お
客
様
に

喜
ん
で
頂
け
る
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

①
建
築
物
に
関
心
が
あ
っ

た
こ
と
や
、
祖
父
が

大
工
を
し
て
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。

②
若
い
頃
は
今
み
た
い
に

建
て
方
な
ど
で
ク
レ

ー
ン
を
使
う
こ
と
無

く
全
て
人
力
で
し
た
。

そ
の
た
め
か
腰
を
痛

め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
あ
ま
り
無
理
を

し
な
い
程
度
に
頑
張

っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

③
春
は
山
菜
採
り
や
魚
釣

り
と
少
し
の
盆
栽
い

じ
り
を
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

⑤
健
康
に
気
を
付
け
な
が

ら
大
工
仕
事
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

①
昔
か
ら
細
か
い
作
業
や

手
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
、
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。

②
無
理
を
た
め
込
ま
な
い

こ
と
で
す
ね
。
食
事
、

睡
眠
、
適
度
な
休
息

を
意
識
し
て
、
体
の

ケ
ア
を
大
事
に
し
て

い
ま
す
。

③
釣
り
に
ハ
マ
っ
て
い
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
選
び

や
ル
ア
ー
の
動
か
し

方
で
釣
果
が
変
わ
る

の
が
面
白
く
て
、
気

付
け
ば
毎
週
の
よ
う

に
行
っ
て
い
ま
す
。

④
今
は
、
釣
り
に
ど
っ
ぷ

り
な
の
で
、
潮
や
地

形
の
読
み
を
も
っ
と

磨
い
て
、
ど
ん
な
状

況
で
も
１
本
取
れ
る

腕
を
つ
け
た
い
で
す
。

⑤
業
務
に
必
要
な
資
格
取

得
に
力
を
入
れ
て
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
て

行
き
た
い
で
す
。

①
親
の
事
業
を
手
伝
い
、

家
族
を
支
え
た
い
と

思
っ
た
か
ら
。

②
主
に
睡
眠
で
す
。
夜
更

か
し
を
避
け
、
規
則

正
し
い
生
活
で
睡
眠

を
確
保
し
、
身
体
の

疲
労
を
回
復
さ
せ
る

こ
と
。

③
料
理
。
魚
を
捌
け
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

④
規
則
正
し
い
生
活
を
送

り
、
健
康
的
な
食
事

を
心
掛
け
た
い
で
す
。

⑤
職
人
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
。

①
19
歳
の
頃
、
土
木
現
場

監
督
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
日
曜
日
に

大
工
さ
ん
の
バ
イ
ト

に
行
き
、「
大
工
は
良

い
よ
」
と
騙
さ
れ
て(

笑)

現
在
に
至
り
ま
す
。

②
年
々
、
筋
量
の
低
下
か

ら
作
業
が
少
し
ず
つ

大
変
に
な
っ
て
き
た

た
め
、
３
年
前
か
ら

夕
食
後
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
に
通
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は

休
肝
日
と
し
て
い
ま
す
。

③
家
庭
菜
園
（
30
坪
）
く

ら
い
と
、
花
木
、
花

を
植
え
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
あ
と
、
筋

ト
レ
で
す
。

④
ダ
リ
ア
を
増
や
し
て
、

ダ
リ
ア
畑
を
作
る
こ

と
で
す
。

⑤
若
手
確
保
と
若
手
の
育

成
で
す
。

①
父
親
の
影
響
。

②
食
生
活
の
改
善
、
暴
飲

暴
食
を
避
け
る
。

③
料
理
、
自
然
観
察
。

④
登
山
を
し
た
い
。

⑤
誠
心
誠
意
、
一
つ
ず
つ

現
場
を
終
え
る
こ
と
。

①
小
学
生
の
頃
か
ら
細
か

い
作
業
が
得
意
だ
っ

た
の
と
電
気
に
す
ご

く
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

②
毎
日
の
晩
酌
と
愛
犬
２

匹
と
遊
ぶ
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
。

こ
れ
が
体
に
効
く
ん

で
す
。

③
射
撃
と
狩
猟
を
始
め
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
下

手
で
す
け
ど
楽
し
く

安
全
に
続
け
て
行
き

た
い
で
す
。

④
年
男
を
機
に
こ
れ
ま
で

の
人
生
を
振
り
返
り
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

　

11
月
28
日
、
２
０
２
６

年
度
の
政
府
予
算
確
保
に

向
け
、
全
建
総
連
予
算
要

求
中
央
行
動
が
衆
議
院
第

１
議
員
会
館
で
行
わ
れ
、

38

県

連
・
組

合

か

ら

１
６
１
人
、
組
合
か
ら
千

葉
直
樹
組
合
長
、
久
米
成

順
書
記
長
、
鈴
木
賢
治
事

務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
鈴
木
中

央
執
行
委
員
長
は
「
国
土

交
通
大
臣
の
諮
問
機
関
で

あ
る
中
央
建
設
業
審
議
会

が
12
月
に
労
務
基
準
を
勧

告
し
、
そ
の
実
効
性
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
建
設
国
保
の
育
成
強
化
、

現
行
補
助
水
準
の
確
保
、

物
価
上
昇
を
上
回
る
大
幅

な
賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
、

建
設
技
能
者
の
担
い
手
確

保
・
育
成
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

普
及
促
進
な
ど
の
要
求
を

各
省
庁
に
訴
え
実
り
の
あ

る
行
動
に
し
て
ほ
し
い
」

と
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

情
勢
報
告
で
小
倉
書
記

長
は
、
概
算
要
求
に
つ
い

て
は
「
各
省
庁
の
判
断
で

増
減
さ
せ
や
す
い
裁
量
的

経
費
を
25
年
度
当
初
予
算

比
２
割
ま
で
増
額
可
能
と

し
、
事
項
要
求
も
継
続
さ

れ
、
予
算
総
額
が
一
段
と参加者に呼びかける鈴木中央執行委員長

プラカードを掲げる参加者

膨
ら
む
可
能
性
が
高
い
」。

財
政
制
度
等
審
議
会
の
動

き
で
は
「
所
得
が
高
い
国

保
組
合
へ
の
定
率
国
庫
補

助
な
ど
の
財
政
支
援
に
つ

い
て
見
直
す
べ
き
と
提
言

さ
れ
る
な
ど
、
注
視
が
必

要
」。
税
制
改
正
に
向
け

た
動
き
で
は
「
住
宅
ロ
ー

ン
減
税
の
延
長
・
見
直
し
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
負
担

軽
減
措
置
の
期
間
延
長
が

検
討
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

全
体
集
会
を
終
え
て
地

元
国
会
議
員
要
請
を
行
い
、

千
葉
組
合
長
は
「
建
設
国

保
は
仲
間
と
家
族
に
最
適

な
医
療
保
険
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
費
の
適

正
化
や
保
健
事
業
の
推
進

に
日
々
努
め
て
い
る
。
今

後
も
建
設
国
保
が
安
定
運

営
で
き
る
よ
う
、
現
行
補

助
水
準
を
確
保
し
て
ほ
し

い
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、

改
善
の
見
え
な
い
経
済
状

況
を
踏
ま
え
負
担
軽
減
措

置
の
延
長
が
不
可
欠
」
と

訴
え
、
国
会
議
員
秘
書
に

要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

秘
書
は
「
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
大
事
な
建
設
国
保
の

予
算
確
保
に
向
け
全
力
で

取
り
組
む
こ
と
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
要
望

も
し
っ
か
り
伝
え
る
」
と

協
力
を
約
束
し
ま
し
た
。

賃金・単価引き上げ、来年度予算確保へ

物価高騰から
仕事と暮らしを守れ

1111..

2828
予
算
要
求
中
央
行
動

賃
上
げ
、国
保
補
助
確
保
等
へ
要
請

　

11
月
20
日
、
物
価
高
騰

か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

り
、
賃
金
・
単
価
の
引
き

上
げ
、
来
年
度
政
府
予
算 

に
私
た
ち
の
要
求
を
盛
り

込
ま
せ
る
た
め
、
東
京
・ 

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
に
49

県
連
・
組
合
か
ら
１
１
５
２

人
（
秋
田
建
労
か
ら
３
名
）

が
参
加
し
て
、
中
央
総
決

起
大
会
を
開
催
。
主
催
者

挨
拶
で
鈴
木
貴
雄
委
員
長

は
、「
労
務
費
に
関
す
る

基
準
が
12
月
か
ら
全
面
施

行
と
な
る
動
き
を
追
い
風

に
、
賃
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ

て
い
く
。
建
設
国
保
の
現

行
補
助
水
準
確
保
と
拡
充
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
普
及
促
進
、

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

の
拡
充
、
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
の
根
絶
と
補
償
金

制
度
の
拡
充
、
大
衆
増
税 

反
対
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
見
直
し
や
負
担
軽
減
な

ど
求
め
、
共
に
が
ん
ば
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
小
倉
書
記

長
は
12
月
12
日
に
は
、
中

建
審
の
勧
告
を
受
け
て

『
労
務
費
に
関
す
る
基
準
』

が
施
行
さ
れ
る
。
処
遇
改

善
を
確
実
な
も
の
と
す
る

た
め
に
あ
ら
ゆ
る
取
り
組

み
を
総
動
員
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

集
会
後
、「
物
価
高
騰

か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

れ
」
な
ど
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
し
な
が
ら
、
虎
ノ

門
か
ら
新
橋
駅
周
辺
ま
で

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

今
年
の
抱
負

●①
こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

●②
こ
の
業
界
は
体
が
資
本
、健
康
の
秘
訣
は
？

●③
あ
な
た
の
は
ま
っ
て
い
る
こ
と（
趣
味
等
）は
？

●④
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
抱
負
は
？

●⑤
仕
事
で
の
抱
負
は
？

午
年
生
ま
れ

2 0 2 6

( 本部直轄・配管工 )

24歳

嵯峨　大雅さん
(三種支部・石工 )

36歳

柴田　夕樹さん

48歳

( 仁井田支部・建築大工 )
金　祐介さん

(天王支部・建築大工 )

48歳

舘岡　德行さん

(大仙・美郷支部・電気工 )

60歳

佐渡　博英さん

(秋田東支部・建築大工 )

72歳

川辺　俊勝さん
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る
活
動
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

支
部
役
員
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ

し
た
ア
イ
デ
ア
・
活
動
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
袋
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

�

（
シ
ャ
イ
な
金
物
工)

　

11
月
27
日
秋
田
市
の
技

能
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
大
住
支
部
の
佐
藤
清

さ
ん
（
表
具
師
）
が
「
技

能
功
労
者
」、
千
秋
支
部

の
髙
橋
耕
太
郎
さ
ん
（
内

16
人
の
組
合
員
さ
ん
の
参

加
で
行
い
ま
し
た
。
内
容

は
木
工
教
室
、
包
丁
研
ぎ
、

住
宅
相
談
で
す
。

　

木
工
教
室
で
は
、
木
の

端
材
と
ミ
ニ
バ
ネ
で
作
る

お
も
ち
ゃ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
ミ
ニ
椅
子
作
り
と
盛

り
沢
山
。
無
料
で
行
っ
て

い
る
包
丁
研
ぎ
は
２
日
間

で
１
２
０
丁
を
研
ぎ
上
げ

ま
し
た
。
住
宅
相
談
は
除

雪
の
相
談
が
１
件
と
あ
ま

り
振
る
わ
ず
来
年
の
課
題

と
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
雨
模
様
で
人

出
が
少
な
く
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
２
日
目
は
晴
天

で
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、

大
盛
況
で
終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

来
年
も
今
年
の
反
省
を

振
り
返
り
つ
つ
、
新
し
い

ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
一
つ
だ
け
の
椅
子
制
作

世
界
に
一
つ
だ
け
の
椅
子
制
作

装
仕
上
工
）
が
「
優
秀
技

能
者
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

技
能
功
労
者
・
優
秀
技

能
者
は
永
年
に
わ
た
る
技

術
の
研
鑽
と
、
後
進
の
指

導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
業

界
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　 

【
二
ツ
井
支
部

　
　
　
　
　
藤
田
　
智
和
】

　

10
月
18
～
19
日
に
二
ツ

井
支
部
住
宅
デ
ー
を
二
ツ

井
総
合
体
育
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
地
元
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
を

お
借
り
し
、
２
日
間
延
べ

象
に
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
26
名
に
組
合
員
講

師
６
名
で
ミ
ニ
椅
子
作
り

ス
タ
ー
ト
‼
ホ
ゾ
に
ボ
ン

ド
を
付
け
金
づ
ち
を
使
っ

て
枠
組
み
を
作
り
、
背
面

と
座
面
に
板
を
釘
で
打
ち

付
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
ホ
ゾ
が
な
か

な
か
入
ら
な
か
っ
た
り
、

釘
が
曲
が
っ
た
り
横
か
ら

出
し
た
り
苦
戦
し
な
が
ら

一
生
懸
命
作
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。
失
敗
し
た
部
分

は
講
師
の
プ
ロ
の
技
で
補

修
し
て
も
ら
い
組
み
立
て

は
完
成
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
も
う
一
仕

事
！
出
来
上
が
っ
た
椅
子

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
を
描

い
て
い
き
ま
す
。
カ
ラ
ー

マ
ジ
ッ
ク
を
使
い
ア
ニ
メ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
普
段

頑
張
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

の
絵
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
個

性
が
光
り
ま
す
。
楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
椅
子

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
躍
を
通
し
て
一

人
で
も
建
設
業
に
興
味
を

持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
い

来
年
も
継
続
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。

　 

【
二
ツ
井
支
部

　
　
　
　
　
藤
田
　
智
和
】

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お

り
ま
す
学
校
木
工
教
室
を

11
月
11
日
に
能
代
市
立
二

ツ
井
小
学
校
４
年
生
を
対

心を込めて包丁を研ぐ

大きな金づちでトントン

優勝した伊藤良雄さん

佐藤清さん（左）、髙橋耕太郎さん（右）

オリジナルの椅子に夢中

職人技に触れて
大盛況

二ツ井支部住宅デー

子
供
た
ち
が
小
椅
子
作
り

子
供
た
ち
が
小
椅
子
作
り

ボウリングでボウリングで
交流交流

大仙・美郷支部

大
仙
・
美
郷
支
部
住
宅
デ
ー

増
え
ま
し
た
。

　

お
も
に
低
学
年
位
の
子

が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て

用
意
さ
れ
た
大
き
な
金
づ

ち
を
一
生
懸
命
叩
い
た
り

ボ
ン
ド
を
絞
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

毎
年
行
い
な
が
ら
思
う

こ
と
は
、
体
験
を
し
て
く

れ
た
中
か
ら
少
し
で
も
建

築
業
界
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
こ
の
職
人
が
減

っ
て
い
く
中
、
そ
の
す
そ

野
が
広
が
っ
て
欲
し
い
と

思
い
な
が
ら
行
っ
て
い
ま

す
。

部
員
、
だ
れ
が
も
ら
っ
て

も
喜
ば
れ
る
も
の
」、「
も

ら
っ
て
も
困
ら
な
い
も

の
」、「
生
活
の
役
に
立
つ

も
の
」
と
い
う
こ
と
で
ご

み
袋
の
配
布
を
決
定
し
た

よ
う
で
す
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、

環
境
美
化
へ
の
意
識
向
上

に
も
つ
な
が
り
、
班
長
さ

ん
が
直
接
手
渡
し
す
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
支
部
員
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
深
ま
り
、
顔
の
見
え

45
ℓ
20
枚
と
資
源
化
物
用

45
ℓ
10
枚
を
届
け
て
く
れ

ま
し
た
。
９
月
に
も
家
庭

ご
み
用
30
ℓ
30
枚
を
配
っ

て
い
て
２
回
目
で
す
。

　

上
北
手
支
部
で
は
役
員

会
で
、
支
部
の
行
事
や
慰

安
会
を
開
催
し
て
も
参
加

者
が
極
端
に
少
な
く
、
繰

越
金
だ
け
が
増
え
て
い
く

現
状
に
何
度
も
話
し
合
い

を
重
ね
、
何
ら
か
の
形
で

支
部
員
に
還
元
し
た
い
と

考
え
が
ま
と
ま
り
、「
支
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＊

　 

【
大
仙
・
美
郷
支
部

　
　
　
　
　
渋
谷
　
能
弘
】

　
10
月
26
日
、
美
郷
町
総

合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
に
て

美
郷
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ

れ
て
、
大
仙
・
美
郷
支
部

で
は
職
人
さ
ん
５
人
、
女

性
部
１
人
で
木
工
教
室
及

び
住
宅
相
談
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
も
木
工
教
室
で
は

小
椅
子
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
最
初
は
中
々
試
し
て

み
る
子
供
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
人
が
作
り
出

す
と
徐
々
に
作
る
子
供
が

　

12
月
の
初
め
、
班
長
さ

ん
が
組
合
機
関
紙
と
一
緒

に
「
秋
田
市
有
料
指
定
ご

み

袋
」
家

庭

ご

み

用

ゴミ袋配布で
顔の見える活動

二
ツ
井
支
部
木
工
教
室

上北手支部

　 

【
大
仙
・
美
郷
支
部

　
　
　
　
　
渋
谷
　
能
弘
】

　

毎
年
恒
例
の
大
仙
・
美

郷
支
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

が
11
月
23
日
、
大
曲
フ
ァ

ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

初
参
加
が
二
組
い
て
家

族
参
加
が
一
組
い
ま
し
た
。

　

定
刻
に
な
り
、
岡
本
青

年
部
長
の
挨
拶
で
「
年
に

一
度
の
交
流
な
の
で
怪
我

　

住
宅
相
談
で
は
、

水
道
の
修
理
相
談

が
あ
り
、
後
日
伺

い
原
因
を
調
査
し

て
修
理
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
反
省

会
を
行
い
来
年
度

に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。

令　和
７年度 秋田市技能功労者・優秀技能者表彰

の
無
い
よ
う
に
」
と
声
掛

け
の
後
に
各
レ
ー
ン
に
散

ら
ば
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

始
ま
っ
て
み
る
と
み
ん

な
一
生
懸
命
に
な
り
、
ス

ト
ラ
イ
ク
や
ガ
タ
ー
を
出

し
て
は
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は

２
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
合
計

点
数
で
順
位
を
決
め
ま
す
。

　

終
了
後
、
場
所
を
「
居

酒
屋
め
ん
こ
い
な
」
へ
移

し
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
最
初
は
み
な
喉

を
潤
わ
せ
て
お
待
ち
か
ね

の
順
位
発
表
で
す
。

　

最
下
位
か
ら
順
番
に
発

表
さ
れ
、
毎
年
参
加
の
伊

藤
良
雄
さ
ん
が
４
年
ぶ
り

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
続
け
て
い

く
の
で
、
参
加
し
た
こ
と

の
無
い
支
部
員
の
皆
さ
ん
、

参
加
し
て
欲
し
い
で
す
。

卓越した技術と後進の
指導・育成を称えて
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菅原久美子さん（昭　和）　　鈴木ひとみさん（本荘由利）
門脇　吏穂さん（上北手）　　髙橋あつ子さん（横　手）
阿部　陽子さん（本荘由利）　　　　　　　応募総数16名

● 前回の当選者

　

11
月
上
旬
、
息
子
の
住

む
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
行
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
初

の
ア
メ
リ
カ
上
陸
、
何
も

か
も
雄
大
で
感
動
の
連
続

で
し
た
。

�

（
主
婦　

67
歳)

　

熊
の
出
没
で
、
毎
朝
行

っ
て
い
た
散
歩
を
や
め
ま

し
た
。
そ
の
せ
い
か
運
動

不
足
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

自
宅
で
で
き
る
運
動
を
考

え
中
で
す
。

�

（
会
社
員　

57
歳)

　

先
月
、
我
が
家
の
裏
庭

近
く
に
熊
出
没
！
そ
し
て

最
近
家
の
前
の
道
路
を
猿

が
通
る
と
い
う
何
と
も
言

え
な
い
今
日
こ
の
頃
。
人

間
世
界
も
、
山
も
不
況
な

ん
だ
な
ぁ
。�

�

（
主
婦　

65
歳)

　

11
／
30
に
開
催
さ
れ
た

「
家
族
慰
安
映
画
鑑
賞
会
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
大

好
き
な
名
探
偵
コ
ナ
ン
の

映
画
を
観
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
う
れ
し
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。
次
回
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
中
学
生　

12
歳)

　

今
年
は
、
あ
れ
や
こ
れ

や
と
本
当
に
忙
し
か
っ
た

～
。
来
年
は
旅
行
の
計
画

を
立
て
て
い
る
の
で
楽
し

み
で
す
。
少
し
ゆ
っ
く
り

出
来
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。

�

（
主
婦　

57
歳)

　解答をハガキかファックスまたはＳＮＳにて、住所・氏名・年齢・電話・職種・支部名と100字以内
の近況もしくはコメントを添えて、組合教宣部宛へお送り下さい。抽選で５名の方に記念品を進呈致し
ます。FAX 018-865-2292 締め切りは、１月16日まで

秋 田 建 労 パ ズ ル
　たて・よこのカギをヒントにマス目を
埋め、Ａ～Ｅの順に並べて下さい。読む
と言葉になります。 読

近者

況
の

解 答
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

よこのかぎ
１．�役名は「村人Ａ」とか「通
行人」とか

２．�地球と木星の間に
３．ワクチンで対抗したい
４．枕を向けたくない方角？
５．�習い事などの練習
９．�家でお洗濯できないので、
コレに出しました

11．�美しく、道徳にかなった立
派な行い

13．�冷めたおかずを電子○○
○でチン！

14．朝飯前で勝っちゃいました
18．�これはもう運命ですね
20．各駅停車しません
21．�上司の下で働きます
22．�部外者扱い、○○の外

１．�こぶしを回して日本の心を歌います
３．ソールドアウト
６．�広いようにも狭いようにも感じる”ワー
ルド”

７．�干支の中で唯一、想像上の動物です
８．困った人に○○○の手を差し伸べる
10．�漢字などに振る読みがな
12．�ペンギンやダチョウなど飛べないも

のもいる
13．�ファミリーから三ツ星まで
15．�札幌、喜多方、和歌山、博多…。全
国各地ご当地の味

16．�かけ算の基本
17．�日本とハワイは19時間
19．○○の悪い粗悪品をつかまれた
21．�11月3日は○○○の日
23．代わりにこちらを使って下さい
24．竹から生まれ、月へ帰ったプリンセス
25．�サナギから成虫へ

たてのかぎ11 22 33 44 55

ＢＢ ＥＥ

66 77

88 99 1010 1111

1212 1313 1414

ＤＤ

1515 1616

1717 1818 1919 2020

ＡＡ ＣＣ

2121 2222 2323

2424 2525

前回の解答は

米

た
。
猛
暑
が
影
響
し
て
か

ブ
ナ
の
実
が
大
凶
作
、
ク

マ
の
出
没
・
人
身
被
害
は

全
国
で
最
も
多
く
、
記
録

的
な
年
と
し
て
記
憶
さ
れ

た
。
ハ
タ
ハ
タ
は
過
去
最

低
を
更
新
か
？ 

　

新
し
い
年
が
、
組
合
員

に
と
っ
て
実
り
多
き
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、

16
年
ぶ
り
の
新
リ
ー
ダ
ー

誕
生
「
秋
田
刷
新
・
新
し

い
秋
田
を
共
に
」
に
県
民

の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
夏

に
は
県
内
を
猛
暑
が
襲
っ

編
集
後
記

編
集
後
記

ハ
Ａ

リ
Ｂ

ウ
Ｃ

ッ
Ｄ

ド
Ｅ

労働保険の事務委託をされている事業主の皆様、
一人親方労災保険に加入されている皆様へ

　特別加入者は労働者と違い、労災事故に遭遇した際に給付制限が

かかることがあります。

　職種を問わず、冬期間除雪作業に従事する特別加入者（事業主、

一人親方）は予め届出が必要ですので組合へご相談下さい（一度届

出された方につきましては、再度届出は不要です）。無届けのまま

除雪作業でけがをした場合、労災からの給付が受けられません。ま

た、委託当初の業種内容に変更・追加等が生じた場合にも速やかに

組合へ届けて下さい（変更・追加の届出がない業務内容での労災で

は保険給付対象外となる場合があります）。

一人親方労災保険へ加入している皆様へ
～ 保険料納入方法の変更について ～

　現在、一人親方労災保険料につきまして、１期（４月）・２期（７月）・
３期（10月）の各25日（銀行休業日は翌営業日）に口座振替としてい
ますが、口座振替不能通知書送付のための郵送料金の値上がりや、保
険料をまとめて１回での支払いを望む意見がみられること等を考慮
し、令和８年度より、年間保険料（手数料込）を毎年４月25日（銀行
休業日は翌営業日）の口座振替１回のみへ変更させていただきます。
　ご加入の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒、ご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

中建国保に加入のみなさまへ

　７年４月以降、まだ受診していない方は必ず受診して下さい。集団健診同様に受
診費用は無料です。

○オプション（希望者のみ）※下記の項目は血液検査です。
　・胃粘膜萎縮度検査（ペプシノーゲン）　個人負担2,200円
　・前立腺特異抗原（ＰＳＡ）　男性　　　個人負担1,550円
　・婦人科系検査（ＣＡ125）　 女性　　　個人負担1,750円
　・甲状腺機能検査（ＴＳＨ，ＦＴ3，ＦＴ4） 個人負担4,000円
　・循環器系検査（ＢＮＰ）　 　　　　　 個人負担2,000円

＜申込方法＞ 下記の日程から希望する日を選んで、中央健診センターへ直接連絡して下さい。

◇健 診 日　　１月28日(水)・29日(木)　２月18日(水)・19日(木)
◇受付時間　  午後１時～２時50分
◇会　　場　　秋田県総合保健事業団　中央健診センター（臨海　赤十字血液センター隣）
　　　　　　　〒010-0941 秋田市川尻町字大川反233-186
◇申込窓口　　中央健診センター
　　　　　　　電話　０１８－８９６－１８６０

１月～２月の未受診者対象健康診断のお知らせ

※各先着15名

記事掲載表彰制度の結果発表
－ 令和７年度 －

　教宣部では、年間の記事掲載数に対して表彰制度を設けており、下記の
方々に対し記念品を贈呈し表彰を致しました。

　多くのご投稿ありがとうございました。
　令和８年度も表彰制度を継続しますので、皆さんどしどしご投稿ください。
（一位１万円、二位５千円、三位３千円の商品券）

一位 Ｋ・Ｈさん　　（８本・中央支部）
後藤　徳行さん（６本・能代支部）
石田　　誠さん（５本・秋田南支部）
藤田　智和さん（５本・二ツ井支部）

二位

三位

教宣部より

女
性
部 

総
会
の
お
知
ら
せ

　
女
性
部
で
は
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
組
合
員
や

組
合
員
の
家
族
で
あ
れ
ば
、
お
子
様
連
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
下
さ
い
。

【
日
時
】　
令
和
８
年
２
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
か
ら
開
始
予
定

【
場
所
】　
ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

【
会
費
】　
３
，０
０
０
円

【
申
込
〆
切
】　
令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

【
参
加
申
込
】　
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
担
当
：
石
川
　
伊
藤

税
金
学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

税
金
学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

税
金
学
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
　
時
　
令
和
８
年
２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜

場
　
所
　
秋
田
建
築
労
働
組
合
　
会
議
室

テ
ー
マ
　
「
２
０
２
５
年
分
確
定
申
告
の
留
意
点
に
つ
い
て
」（
仮
）

講
　
師
　
全
建
総
連
　
税
金
対
策
部
長
　
小
林
　
正
和
氏

※

資
料
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方

は
１
月
30
日
ま
で
組
合
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
計
算
書（
と
り
ま
と
め
帳
）の
注
文
受
付

　
組
合
員
の
確
定
申
告
支
援
に
向
け
て
全
建
総
連
で
作

製
し
て
い
る
、
所
得
計
算
書
の
注
文
を
受
付
し
ま
す
。

販
売
価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。

・
一
冊
２
０
０
円

・
注
文
し
た
い
方
は
１
月
27
日（
火
）ま
で
に
組
合
へ
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

・
２
月
３
日
以
降
、
代
金
持
参
の
う
え
受
け
取
り
に
来

て
下
さ
い
。

青
年
部

青
年
部

第 

66 

回

第 

66 

回

　
青
年
部
で
は
定
期
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
青
年

部
員
の
仲
間
を
誘
い
合
っ
て
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
令
和
８
年
２
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分
か
ら

場
　
　
所
　
秋
田
建
築
労
働
組
合
　
２
階
　
会
議
室

会
　
　
費
　
３
，０
０
０
円
（
懇
親
会
に
参
加
の
場
合
）

申
込
〆
切
　
令
和
８
年
１
月
23
日
（
金)

参
加
申
込
　
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
担
当
：
前
崎

定
期
大
会
の
お
知
ら
せ

定
期
大
会
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度

全
建
総
連
手
帳

発
売
中
一
冊
３
７
０
円


